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(57)【要約】
【課題】簡易な構造であって平坦状に折畳み可能な折畳
み椅子、及び狭い場所に収納し易く、且つ取り出し易い
折畳み椅子を提供する。
【解決手段】折畳み椅子３０は、左右一対の第１のフレ
ーム３７と、第１のフレーム３７に第１の支軸３４を介
して回動可能に連結された左右一対の第２のフレーム３
６と、第２のフレーム３６に前方が回動可能に連結され
、第１のフレーム３７に後方が第２の支軸４６を介して
回動可能に連結された座板３１と、を具備し、第１のフ
レーム３７には、第１の支軸３４又は第２の支軸４６が
係合する係合部４５が形成され、この係合部４５は、第
１フレーム３７の軸線に沿って形成されており、第１の
フレーム３７に対する第２のフレーム３６の開閉動作に
応じて、第１又は第２の支軸３４、４６がこの係合部４
５を移動する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右一対の第１のフレームと、
　当該第１のフレームに第１の支軸を介して回動可能に連結された左右一対の第２のフレ
ームと、
　前記第２のフレームに前方が回動可能に連結され、前記第１のフレームに後方が第２の
支軸を介して回動可能に連結された座板と、を具備し、
　前記第１のフレームには、前記第１の支軸又は前記第２の支軸が係合する係合部が形成
され、前記係合部は、前記第１のフレームの軸線に沿って形成されており、前記第１のフ
レームに対する前記第２のフレームの開閉動作に応じて、前記第１又は第２の支軸がこの
係合部を移動することを特徴とする折畳み椅子。
【請求項２】
　前記第１のフレームには、利用者の背を支持する支持体が架け渡されるようにして取り
付けられていることを特徴とする請求項１に記載の折畳み椅子。
【請求項３】
　前記支持体と前記座板との間には、前記支持体を前記折畳み椅子を持ち運ぶための取手
として機能させるための隙間が設けられていることを特徴とする請求項２に記載の折畳み
椅子。
【請求項４】
　前記第１のフレーム、前記座板、及び前記第２のフレームを折り畳むことによって平坦
状に形成されることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の折畳み椅子。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折畳み椅子に関し、特に、サーバーラックに有する隙間に収納可能な折畳み
椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から座板を上側に回動させることで、後方フレームが前方フレームの後側に重なり
合うように回動し、折り畳むことが可能な折畳み椅子が知られている。
【０００３】
　一方、サーバーラックは、サーバーとして機能するコンピュータ等の電子機器を収納す
るものである。このようなサーバーラックはラックフレームを有し、このラックフレーム
に、例えば、平坦状に形成された水平板を取り付けることによって領域を区分することが
できる。このようなサーバーラックは、室内に複数組み合わされて配置されており、この
ようなサーバーラックに収容されているサーバーのメンテナンス作業では、作業者は、例
えば折畳み椅子に座ってコンピュータを膝の上に置くなどして作業を行う。
【０００４】
　一般に知られている折畳み椅子は、その全体形状が湾曲して形成されており、サーバー
ラックに収容しにくく、通常は室内の適当な場所に保管されている。よって、折畳み椅子
を用いる場合には、その折畳み椅子が保管されている場所まで取りに行く必要がある。
【０００５】
　なお、平坦状に折畳み可能な折畳み椅子であれば、収納し易く便利であり、このような
折畳み椅子は従来から存在する（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３６９２３０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　一般的に知られている従来の折畳み椅子は、後方部でのみ座板を支持するため、座板が
変形し易いという問題がある。
【０００８】
　また、特許文献１に示す折畳み椅子は、構造が複雑となり製造コストが嵩むという問題
と、収納部にぴったりと収まった場合に取り出しにくいという問題がある。
【０００９】
　そこで、本発明は上記問題を課題の一例として為されたもので、その第１の目的は、簡
易な構造であって平坦状に折畳み可能な折畳み椅子を提供することであり、第２の目的は
、狭い場所に収納し易く、且つ取り出し易い折畳み椅子を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の折畳み椅子（３０）は、左右一対の第１
のフレーム（３７）と、当該第１のフレームに第１の支軸（３４）を介して回動可能に連
結された左右一対の第２のフレーム（３６）と、前記第２のフレームに前方が回動可能に
連結され、前記第１のフレームに後方が第２の支軸（４６）を介して回動可能に連結され
た座板（３１）と、を具備し、前記第１のフレームには、前記第１の支軸又は前記第２の
支軸が係合する係合部（４５）が形成され、前記係合部は、前記第１のフレームの軸線に
沿って形成されており、前記第１のフレームに対する前記第２のフレームの開閉動作に応
じて、前記第１又は第２の支軸がこの係合部を移動することを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項２に記載の折畳み椅子は、請求項１に記載の折畳み椅子において、前記第
１のフレームには、利用者の背を支持する支持体（３７ａ）が架け渡されるようにして取
り付けられていることを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項３に記載の折畳み椅子は、請求項請求項２に記載の折畳み椅子において、
前記支持体と前記座板との間には、前記支持体と前記座板との間には、前記支持体を前記
折畳み椅子を持ち運ぶための取手として機能させるための隙間（４２）が設けられている
ことを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項４に記載の折畳み椅子は、請求項１～３のいずれか一項に記載の折畳み椅
子において、前記第１のフレーム、前記座板、及び前記第２のフレームを折り畳むことに
よって平坦状に形成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、簡易な構造ながら平坦状に折り畳むことができる。また、取手が設け
られているため狭い場所であっても取り出し易い。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】折畳み椅子を閉じた状態の外観を示し、図１（ａ）は正面図、図１（ｂ）は右側
面図である。
【図２】折畳み椅子を展開した状態の外観を示し、図１（ａ）は正面図、図１（ｂ）は右
側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本願の最良の実施形態について添付図面を参照して説明する。なお、便宜的に図
１において、奥行、上下、及び左右方向を、折畳み椅子の前後、上下、及び左右方向とし
て説明する。
【００１７】
　本実施形態の折畳み椅子３０は、例えば、アルミニウムやＳＵＳ等の金属材料の削り出
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しにより形成され、図２（ｂ）に示すように利用者が着座するための平板状の座板３１と
、この座板３１を支持する支持脚３３と、を備えており、図１（ｂ）に示すように、折畳
み椅子を展開した状態から、側面視で平坦状に折畳むことが可能になっている。
【００１８】
　支持脚３３は、側面視で略「Ｘ」字状の左右一対のＸ脚で構成され、各Ｘ脚は支軸３４
（本願の第１の支軸）を介して相互に回動脚自在に連結した短脚体３６（本願の第２のフ
レーム）及び長脚体３７（本願の第１のフレーム）を備えている。左右の短脚体３６は、
図１（ａ）に示すように、正面視で略Ｈ字状になるように短脚用連結体３６ａにより連結
される。一方、左右の長脚体３７は、上端が架け渡されるように長脚用連結体３７ａによ
り連結される。また、図１（ａ）及び図２（ａ）に示すように、正面視において、左右の
短脚体３６の幅は、左右の長脚体３７の幅よりも狭く形成されており、長脚体３７の内側
に短脚体３６が配置されている。
【００１９】
　短脚体３６及び長脚体３７の下端部先端には、溝が形成され、この溝には、樹脂等で形
成される弾性体３８が、短脚体３６及び長脚体３７を水平方向に貫通する支持ピン３９に
より取り付けられている。弾性体３８は、当該短脚体３６及び長脚体３７の先端部よりも
下方に突出するように取り付けられており、この弾性体３８が床面と接触することで、床
面との接触による傷つきが防止される。
【００２０】
　また、支軸３４は、左右の内側に位置する短脚体３６と外側に位置する長脚体３７とを
貫通するピン状の部材が抜け止めされることで取り付けられている。
【００２１】
　左右の短脚体３６は、上端部において支軸４１を介して相互に回動自在に座板３１の前
方部が連結されている。この支軸４１は、座板３１の前方両側端部から外側に突出して設
けられたピン状の部材であり、短脚体３６を貫通して抜け止めされることで取り付けられ
ている。
【００２２】
　座板３１は、短脚体３６と長脚体３７の下端を揃えた状態において、短脚体３６と長脚
体３７とで囲まれる領域に収まるように略方形に形成されている。座板３１の両側下端部
（側面視では前方部）は、短脚体３６の幅に合わせて狭まるように段差を有して形成され
ている。また、その上端部（側面視では後方部）の中央には、図１（ａ）に示すように、
使用者の持ち運び易さを考慮して空間を有するように凹部４２が形成されている。
【００２３】
　左右の長脚体３７には、上方部に軸線に沿って長孔４５（本願の係合部）が形成されて
おり、座板３１の後方部は支軸４６（本願の第２の支軸）を介して当該左右の長脚体３７
に形成されている長孔４５と係合して左右の長脚体３７に取り付けられている。そして、
折畳み椅子３０を展開した状態において、この支軸４６は、長孔４５の下端部に位置し、
折畳み椅子３０を閉じると、支軸４６が長孔４５の上方へと移動し、完全に折畳み椅子３
０を閉じた状態において、この支軸４６は、長孔４５の上端部に位置する。この支軸４６
は、座板３１の後方両側端部から外側に突出して設けられたピン状の部材であり、例えば
、その周囲には樹脂等により形成された弾性部材が取り付けられ、長孔４５の内側を摺動
しつつ移動する。
【００２４】
　また、座板３１の両側前後に設けられている支軸４１、４６間の側面部には、その両側
端部から外側に水平方向に突出する突起体５０が回転可能に設けられており、折畳み椅子
３０を閉じて後方の支軸４６が長孔４５の上端部に配置され、座板３１と長脚体３７とが
完全に重なる際に、当該突起体５０が長脚体３７の端部を乗り越えて長孔４５と係合する
。この係合によって、座板３１が回動することを防止し、折り畳まれた状態を維持可能と
なっている。これにより、折畳み椅子３０を持ち運ぶ際に、折畳み椅子３０が展開するこ
とを防止することが可能である。
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【００２５】
　また、座板３１及び支持脚３３の厚みを同一とすることで、折畳み椅子３０を閉じた状
態において、同幅で平坦状に折畳まれることになり、収容体１０に折畳み椅子３０が収容
された際に、折畳み椅子を載置する載置面との接触面積を大きくとることができるのでず
れにくく載置しておくことが可能である。
【００２６】
　ここで、図１及び図２を用いて、折畳み椅子３０の折り畳み動作について説明する。図
６に示す展開状態では、座板３１が水平状態に支持脚３３によって支持され、長脚体３７
が座板３１に対して直角からやや開いた状態にある。このとき、短脚体３６及び長脚体３
７は「Ｘ」字状に開いた状態に保持される。そして、この状態から、座板３１の後方部を
上方に持ち上げると、支軸４６が長孔４５を上方へと移動し、座板３１と短脚体３６とが
徐々に一直線状に近づきつつ、短脚体３６と長脚体３７とが閉脚しようとする。
【００２７】
　さらに、座板３１と短脚体３６とが長脚体３７と重なるように折り畳むと、閉脚動作が
更に進み、突起体５０が長脚体３７の端部を乗り越えて長孔４５と係合し、短脚体３６、
座板３１、及び長脚体３７が完全に重なり、折畳み動作は終了する。逆の手順で、折畳み
椅子３０が閉じた状態から、座板３１の前方部を前方へと引き出すと、短脚体３６と長脚
体３７とが「Ｘ」字状に開き、折畳み椅子３０は展開される。
【００２８】
　以上に説明したように、本実施形態の折畳み椅子は、折り畳まれた状態から椅子として
機能するように組み立てることが簡単にできる。一方で、椅子として組み立てられた状態
から、簡単に折り畳むことが可能である。
【００２９】
　また、本実施形態の折畳み椅子３０は、折り畳まれた状態において、全体が略平坦状に
形成される。よって、狭い隙間にすっきりと収めることができ、見栄えがよい。また、載
置面に対して座板３１の面が接触するように配置することで、面接触により載置面に対し
てずれにくく載置しておくことが可能である。また、座板３１の後端に凹部４２を設ける
ことで、長脚用連結体３７ａの中央部を取手として用いることができるので、取り出し易
く且つ持ち運び等において作業性が良い。
【００３０】
　なお、本願は本実施形態に限定されるものではなく、種々の形態にて実施することが可
能である。例えば、本実施形態の機構を用いて、背もたれなしの折畳み椅子としても構わ
ない。このようにすれば、折畳み椅子の小型化が図れ、座板を高めに設定することが可能
となる。
【００３１】
　また、長脚体３７に形成される長孔は溝等であっても構わない。
【符号の説明】
【００３２】
　３０　折畳み椅子
　３６　短脚体
　３７　長脚体
　３４、４６　支軸
　４５　長孔
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【図１】 【図２】

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月11日(2013.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右一対の第１のフレームと、
　当該第１のフレームに第１の支軸を介して回動可能に連結された左右一対の第２のフレ
ームと、
　前記第２のフレームに前方が回動可能に連結され、前記第１のフレームに後方が第２の
支軸を介して回動可能に連結された座板と、を具備し、
　前記第１のフレームには、前記第２の支軸が係合する係合部が形成され、前記係合部は
、前記第１フレームの軸線に沿って形成されており、前記第１のフレームに対する前記第
２のフレームの開閉動作に応じて、前記第２の支軸がこの係合部を移動することを特徴と
する折畳み椅子。
【請求項２】
　前記座板の側面には、前記第１のフレームに対する前記第２のフレームの折り畳み動作
によって、前記係合部に係合する突起体が設けられていることを特徴とする請求項１に記
載の折畳み椅子。
【請求項３】
　前記支持体と前記座板との間には、取手として機能させるための隙間を有していること
を特徴とする請求項１、又は２に記載の折畳み椅子。
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【請求項４】
　前記第１のフレーム、前記座板、及び前記第２のフレームを折り畳むことによって平坦
状に形成されることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の折畳み椅子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の折畳み椅子（３０）は、左右一対の第１
のフレーム（３７）と、当該第１のフレームに第１の支軸（３４）を介して回動可能に連
結された左右一対の第２のフレーム（３６）と、前記第２のフレームに前方が回動可能に
連結され、前記第１のフレームに後方が第２の支軸（４６）を介して回動可能に連結され
た座板（３１）と、を具備し、前記第１のフレームには、前記第２の支軸が係合する係合
部（４５）が形成され、前記係合部は、前記第１フレームの軸線に沿って形成されており
、前記第１のフレームに対する前記第２のフレームの開閉動作に応じて、前記第２の支軸
がこの係合部を移動することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、請求項２に記載の折畳み椅子は、請求項１に記載の折畳み椅子において、前記座
板の側面には、前記第１のフレームに対する前記第２のフレームの折り畳み動作によって
、前記係合部に係合する突起体（５０）が設けられていることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、請求項３に記載の折畳み椅子は、請求項１、又は２に記載の折畳み椅子において
、前記支持体と前記座板との間には、取手として機能させるための隙間（４２）を有して
いることを特徴とする。
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